
５
０
万
円
の
合
計
24
億
２
２
９
２
万
円

に
対
し
、
こ
れ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
勘
案
し
て
97
％
の
徴
収
率
と
想
定

し
、
23
億
５
０
２
３
万
２
千
円
と
し
、

当
初
予
算
額
を
差
し
引
い
た
６
６
０
０

万
円
を
増
額
補
正
し
た
。

　

続
い
て
、
現
年
課
税
分
の
法
人
市
民

税
５
７
０
０
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
の
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

調
定
額
２
億
１
８
０
１
万
２
千
円
と
、

今
後
の
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
調
定
見

込
み
額
１
億
１
５
１
０
万
円
の
合
計
３

億
３
３
１
１
万
２
千
円
に
対
し
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
勘
案
し
て
97
％
の
徴
収

率
と
想
定
し
、
３
億
２
３
１
１
万
８
千

円
を
当
初
予
算
額
を
差
し
引
い
た
５
７

０
０
万
円
を
増
額
補
正
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
業
務
委
託
料

の
内
容
に
つ
い
て
。

歳
入
に
お
い
て
１
０
０
万
円
の
増

額
補
正
を
計
上
し
た
。
そ
の
１
０
０
万

円
に
対
し
、
事
務
手
数
料
、
返
礼
品
代
、

配
送
費
用
等
を
併
せ
た
委
託
料
と
し

て
、
50
万
円
を
計
上
し
た
。

財
政
調
整
基
金
を
１
億
５
千
万
円
積

み
増
す
こ
と
で
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
。

残
高
は
、
９
億
７
８
６
３
万
４
千

円
と
な
る
。

現
在
の
土
地
開
発
基
金
の
現
金
残

高
と
債
権
残
高
は
。

現
金
残
高
は
、
１
１
１
万
９
５
４

０
円
、
定
期
預
金
で
運
用
し
て
い
る
。
債
券

残
高
は
、
２
４
９
３
万
６
７
５
０
円
、

国
債
で
保
有
し
て
い
る
。

基
金
廃
止
後
、
資
産
は
ど
の
よ
う

に
処
分
さ
れ
る
か
。

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
一
般
会

計
に
繰
り
入
れ
さ
れ
る
。

市
税
が
１
億
１
９
１
１
万
２
千
円
、

増
額
し
た
要
因
は
。

現
年
課
税
分
の
個
人
市
民
税
６
６

０
０
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
の
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
調
定

額
24
億
１
７
４
２
万
円
と
、
今
後
の
10

月
か
ら
３
月
ま
で
の
調
定
見
込
み
額
５

こんな審査がされました

総
務
常
任
委
員
会

押
印
及
び
署
名
を
廃
止
す
る
目
的
は
。

押
印
及
び
署
名
を
廃
止
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
行
政
手
続
き
に
お

け
る
住
民
負
担
の
軽
減
及
び
利
便
性
の

向
上
並
び
に
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
ま
た
、
将
来
的
な

視
点
か
ら
、
申
請
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
促
進
し
、
業
務
フ
ロ
ー
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
取
組
で
あ
る
。

今
回
の
押
印
及
び
署
名
の
見
直
し

の
中
で
、
押
印
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

行
政
手
続
き
は
、
何
件
あ
る
の
か
。

押
印
を
必
要
と
す
る
行
政
手
続
き

の
総
数
は
１
２
７
６
件
。
う
ち
１
0
３
７

件
の
押
印
廃
止
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

幸
手
市
職
員
の
服
務
宣
誓
だ
け

は
、
署
名
を
残
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

新
た
に
職
員
に
な
る
と
き
、
公
務

問

問問問

問問

問問 答

答答答

答答

答答

に
就
く
前
に
職
員
が
宣
誓
す
る
も
の
で
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
自
覚
し
、
そ

れ
を
促
す
た
め
の
署
名
で
あ
っ
た
が
、

将
来
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え
、
署
名

を
な
く
し
宣
誓
書
を
任
命
者
に
提
出
す

る
こ
と
を
も
っ
て
本
人
の
自
覚
を
促
す

も
の
で
あ
る
。

　

◆
修
正
案
の
提
出

　

今
回
提
案
さ
れ
た
条
例
の
う
ち
、
幸

手
市
職
員
の
服
務
宣
誓
に
関
す
る
も
の
及

び
教
育
委
員
会
の
職
員
の
服
務
宣
誓
に
関

す
る
も
の
に
対
し
、
服
務
の
宣
誓
書
の
署

名
及
び
押
印
を
廃
止
す
る
と
し
た
提
案
だ

が
、
押
印
は
無
く
し
て
も
「
宣
誓
書
に
署

名
を
し
て
任
命
権
者
に
提
出
す
る
」
と
し

た
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
と
し
て
、
市
の
職
員
の
宣

誓
は
、
幸
手
市
の
全
市
民
に
対
す
る
宣

誓
で
あ
り
、
署
名
及
び
押
印
の
廃
止
目

的
で
あ
る
市
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
事
務
の
効
率
化
に
は
全
く
つ
な
が

ら
な
い
。
ま
た
、
職
員
着
任
時
の
一
回

だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
署
名
だ
け
は
行

う
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

修
正
案
及
び
残
り
の
部
分
の
原
案
は 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

押
印
及
び
署
名
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例 （
議
案
第
77
号
）

幸
手
市
土
地
開
発
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

 

（
議
案
第
79
号
）

令
和
３
年
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
６
号)

 

（
議
案
第
84
号
）
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方
法
は
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
予

定
の
金
額
で
あ
る
。
今
の
契
約
で
は
来

年
の
２
月
末
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
３

回
目
の
接
種
や
接
種
期
間
の
延
長
と
い

う
こ
と
で
契
約
変
更
等
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。医
療
機
関
へ
の
支
払
い
は
、

医
師
の
協
力
が
で
き
た
日
数
と
看
護
師

の
日
数
を
計
算
し
て
、
ひ
と
月
に
１
回

に
な
る
か
と
思
う
が
、
都
度
払
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
管
理
費
に
長
倉

小
学
校
の
L
A
N
工
事
費

と
あ
る
。
L
A
N
工
事
は

す
べ
て
終
わ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
補
正
計
上
す

る
理
由
は
。

市
内
各
小
学
校
の
L
A
N
配
線
工

事
は
令
和
２
年
度
に
完
了
し
て
い
る
。

今
回
の
補
正
計
上
は
、
長
倉
小
学
校
に

お
い
て
、
令
和
４
年
度
の
学
級
編
制
で

端
末
を
無
線
で
つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
を
設
置
し
て
い
な
い
会
議
室
を
普

通
教
室
に
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

び
、
水
漏
れ
、
修
繕
が
必
要
な
兆
候
が

見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
少
し
ず
つ
、

予
算
を
考
え
な
が
ら
修
繕
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

天
神
の
湯
の
運
営
状
況
は
。

昨
年
12
月
28
日
か
ら
休
館
と
な
り
、

非
常
事
態
宣
言
後
に
再
開
を
目
指
し
て

い
た
が
、
送
湯
管
の
ポ
ン
プ
か
ら
の
水
漏

れ
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
を
交
換
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
本
体
か
ら
の
水
漏
れ
箇
所
が
発

見
さ
れ
、
現
在
、
そ
の
修
繕
を
行
っ
て
い

る
状
態
で
あ
る
。

天
神
の
湯
を
修
繕
し
な
が
ら
続
け

る
必
要
性
や
運
営
そ
の
も
の
を
見
直
す

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
個
別

施
設
計
画
で
は
、
２
期
中
の
廃
止
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
施
設
を
管
理
す
る
現
課
と
し
て

は
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
修

繕
を
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
、
修
繕
で

は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
廃
止
の
時
期
に
つ
い
て
は
そ
こ
で

考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

衛
生
費
の
予
防
費
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係
の
各
委

託
料
の
内
容
、
医
療
機
関
へ
の
支
払
い

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
費
の
天
神
の
湯
修
繕
料
の
内
容
は
。

全
身
浴
槽
用
熱
交
換
器
、
昇
温
ポ

ン
プ
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
風
呂
用
バ
タ
フ
ラ

イ
弁
交
換
、
温
水
循
環
配
管
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
、
男
女
風
呂
場
有
圧
換
気
扇
、
女

子
サ
ウ
ナ
機
器
、授
乳
室
電
気
温
水
器
、

そ
の
他
緊
急
修
繕
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
不
具
合
が
同
時
に
見

つ
か
っ
た
の
か
。

定
期
的
に
点
検
を
行
う
中
で
、
ひ

こんな審査がされました

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

電
磁
的
記
録
等
に
関
す
る
改
正
点

の
具
体
例
は
。

 

今
回
の
改
正
は
、
事
業
者
が
記
録

作
成
等
、
書
類
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
も
の
や
、
保
護
者
と
書
面
で

や
り
取
り
し
て
い
た
も
の
を
電
磁
的
記

録
で
で
き
る
よ
う
対
応
を
改
め
る
も
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
保
護
者
が
保
育
施

設
を
決
め
る
際
に
決
定
す
る
理
由
と
な

る
よ
う
な
重
要
事
項
を
事
業
者
が
保
護

者
に
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後

は
、
メ
ー
ル
で
の
通
信
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

幸
手
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
議
案
第
80
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算
　
第
７
号

 

（
議
案
第
84
号
）

問

問

問

問

問問

問

答

答

答

答答

答

答

▲天神の湯
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流
域
関
連
法
に
伴
い
、
下
水
道
法

が
改
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
法

第
６
条
に
事
業
計
画
の
要
件
が
あ
り
、

流
域
関
連
法
に
よ
っ
て
第
３
号
が
新
た

に
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
第
３
号
に
は
、

計
画
降
雨
量
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

に
あ
っ
て
は
、
排
水
施
設
及
び
終
末
処

理
場
に
関
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
も
と
の
第
４
号
に
は
、
流
域
下
水

道
に
接
続
す
る
公
共
下
水
道
、
流
域
関

連
公
共
下
水
道
に
係
る
も
の
の
規
定
が

あ
り
、
幸
手
市
の
公
共
下
水
道
条
例
の

規
定
で
す
の
で
、
第
３
号
が
加
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
１
号
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、

流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
記
述
が
、

１
個
ず
れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
行
の
幸
手
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
比
較
し
て
、
異
な
る
点
は

何
か
。
ま
た
、
委
託
先
で
あ
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
の
合
同
会
議
の
や
り
方
、

開
催
し
た
回
数
お
よ
び
作
成
部
数
に
つ

い
て
は
。

現
行
と
異
な
る
点
は
、
人
口
減
少

が
本
格
化
す
る
中
で
、
全
国
的
に
都
市

計
画
の
考
え
方
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
行
で
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
住
宅
開
発
の
市

街
化
区
域
へ
の
拡
大
構
想
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
今
回
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
い
る

た
め
現
行
の
よ
う
な
構
想
は
見
込
ん
で

い
な
い
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

の
合
同
会
議
は
令
和
２
年
４
月
７
日
か

ら
８
回
開
催
し
、
作
成
部
数
は
３
０
０

部
で
あ
る
。

古
川
橋
架
替
工
事
に
伴
う
損
傷
家

屋
等
補
償
費
の
内
容
は
。

古
川
橋
架
替
工
事
が
終
了
し
、
家

屋
等
の
事
後
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

２
地
権
者
の
建
物
に
影
響
が
生
じ
た
。

主
な
内
容
は
、
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

タ
イ
ル
の
ひ
び
、
壁
の
隙
間
の
拡
大
や

外
壁
の
目
地
切
れ
な
ど
で
あ
る
。
補
償

の
積
算
調
整
を
し
た
結
果
、
２
地
権
者

の
補
償
額
が
３
２
０
万
３
０
７
０
円
と

な
っ
た
。
当
初
予
算
で
２
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
の
で
、
不
足
分
１
２
０

万
４
千
円
を
今
回
、
計
上
し
た
も
の
で

あ
る
。一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
３
４
６

８
万
円
の
減
額
に
よ
り
工
事
に
影
響
が

生
じ
な
い
の
か
。

令
和
２
年
度
決
算
の
未
処
分
利
益

等
の
額
が
確
定
し
た
こ
と
、
令
和
３
年

度
の
工
事
発
注
が
終
了
し
た
結
果
、
執

行
残
が
発
生
し
た
こ
と
、
一
般
会
計
繰

入
金
を
少
な
く
し
た
い
と
い
う
考
え
の

も
と
、
下
水
道
事
業
会
計
に
影
響
し
な

い
範
囲
で
減
額
し
た
。

法
改
正
に
よ
り
、
長
期
優
良
住
宅

に
伴
う
手
数
料
の
額
が
ど
の
よ
う
に
改

定
さ
れ
る
の
か
。

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
に
先
立
ち
、

今
ま
で
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
に

お
い
て
、
適
合
書
の
事
前
審
査
を
し
行

政
に
申
請
が
あ
が
っ
て
い
た
。そ
れ
が
、

令
和
４
年
２
月
20
日
か
ら
適
合
書
が
確

認
書
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
行

政
の
審
査
事
務
が
増
え
た
た
め
、
手
数

料
の
額
が
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
申
請
件
数
は
年
間
13
件
程
度
の
実

績
で
あ
る
。

条
例
改
正
は
、
流
域
治
水
関
連
法

の
改
正
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
そ
の

内
容
は
。

こんな審査がされました

建
設
経
済
常
任
委
員
会

幸
手
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
　

 
（
議
案
第
81
号
）

幸
手
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

（
議
案
第
82
号
）

問問

問

答

第
２
次
幸
手
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

 

（
議
案
第
83
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
7
号
）

 
（
議
案
第
84
号
）

令
和
３
年
度
幸
手
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

 

（
議
案
第
87
号
）

答

答

答答 問問

▲将来都市構造（土地利用）図

（7） 〔市議会だよりさって〕No.101




